
WHO2022年1月、150回業務執行理事会で、「領域横断的な、
てんかんと神経疾患合同の世界的行動指針」(IGAP)案は決議。

2022年5月のジュネーブ75回WHO総会で、承認決議された。�
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2031年までの10年計画�
の世界的行動指針(IGAP) �
	
h"ps://www.who.int/publica2ons/m/item/intersectoral-­‐
global-­‐ac2on-­‐plan-­‐on-­‐eepilepsy-­‐and-­‐other-­‐neurological-­‐
disorders-­‐2022-­‐2031	

	




９０％の患者さんは、 
てんかんが、治療可能な、 
中枢神経系（脳）の病気である

ことを理解しています。 

８０％の患者さんは、 

適切な費用で、安全な抗発作薬

で治療できる環境にいます。 

７０％の患者さんは、 

良好にてんかん発作が 

抑制されています。	


領域横断的な、てんかんと神経疾患の世界的行動指針案 (IGAP)	


（国際抗てんかん連盟のホームムページより）	




てんかんと神経疾患合同の世界的行動指針(IGAP) がジュネーブ75回WHO総会で、承認
決議された。.

116カ国の加盟国と、4つの国際関連団体が、この計画を支持する意見表明をして、満場一
致で可決された。

IGAPは、てんかんと神経疾患に有する人々のために ケアと公益活動を提供して、様々な
格差に対処することを宣言している。、問題は全世界に存在して、様々な部門ノッッ垣根を越
えて、包括的で統合された行動を保証していくものである。

IGAP には2つの大きな目標が掲げられている。
1）�てんかんに対する公益活動の充足を2021年から今後10年間で50％以上改善する

2）�80％の加盟国で、法律的担保を明確にして、てんかんを有する人々の権利を守り、
改善していくことを目標とする。

医学的、社会的的改善が喫緊の課題�
�



3分野の課題
1）てんかんを有する人々に対して公益活動: 

treatment gaps, lower-income countries, rural areas.
2)てんかんを有する人々の雇用とサポート: 

They are stigmatized and discriminated against as a result of the misconceptions 
and negative attitudes that surround epilepsy 
employment, marry 

3) てんかん発作は、神経疾患の治療の入り口になる。

IGAP により、予防医学、疾患の早期診断、治療、ケアをサポートして、全世界のてんか
んと神経疾患を有する人々に均等な機会を提供する。

未だに全世界で、てんかんを有する人々とその家族は、てんかんという烙印、差別（無視、
誤解、冷徹な態度など）により、常に苦しんでいる。

Stigma（烙印）と差別が、多くの事案を阻害してきた。�


